
平成２４年度 宇都宮市食育推進会議 

 
日 時：平成２５年３月２６日（火）   

１４：００～１５：００（予定） 
場 所：宇都宮市保健所３階 大会議室  

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 報  告 

 世論調査の結果について（「食育について」の項目を抜粋）        報 告 

 

４ 議  事 

 計画構成事業の取組状況及び今後の取組の方向性について         資 料 

 

５ そ の 他 

 

６ 閉  会 

 

【配布資料】 

○ 報 告 世論調査の結果について（「食育について」の項目を抜粋） 

○ 資料１ 計画構成事業の取組状況及び今後の取組の方向性について 

 ・ 資料２ 平成２４年度に取り組んだ事業一覧 

○ 参 考 第２次宇都宮市食育推進計画概要版・概要版リーフレット 



平成２４年度 宇都宮市食育推進会議委員名簿 

委員の種類 団体名称等 役 職 委 員 

第１号委員 

（市議会議員） 

宇都宮市議会 議 員 藤井 弘一 

宇都宮市議会 議 員 馬上 剛 

第２号委員 

（学識経験者） 

宇都宮大学 教 授 小宮 秀明 

財団法人栃木県農業振興公社 
農政対策部 

食と農の推進室長
松山 健一 

第３号委員 

（各種団体の代表）

社団法人宇都宮市医師会 理 事 渡辺 洋伸 

社団法人宇都宮市歯科医師会 会 長 小林 豊 

栃木県保育協議会県中央地区保育研究会 副会長 直井 克仁 

宇都宮地区幼稚園連合会 総務委員長 岩本 眞砂枝

宇都宮市小学校長会 校 長 渡邉 敏夫 

栃木県学校栄養士会宇河支部 主 査 林 敬子 

宇都宮市ＰＴＡ連合会 副会長 杉野 隆男 

宇都宮市食生活改善推進団体連絡協議会 会 長 細谷 タミ子

宇都宮市消費者友の会 会 長 金枝 右子 

社団法人栃木県調理師会宇都宮支部 （推薦依頼中） 

栃木県生活衛生同業組合協議会宇都宮支部 副支部長 亀井 實 

宇都宮商工会議所 常務理事 渡辺 政行 

宇都宮農業協同組合 総合企画室長 鶴見 充衛 

宇都宮市農村生活研究グループ協議会 会 長 寺内 美栄子

第４号委員 

（市長が必要と認めるもの）

公募委員 ― 青木 浩子 

公募委員 ― 荒川 昭子 

 

事務局 宇都宮市 保健福祉部 保健所健康増進課 
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積極的にしている

5.0%

できるだけするようにし

ている

36.8%

あまりしていない

22.4%

したいと思っているが，

実際にはしていない

26.4%

したいと思わないし，し

ていない

8.6%

（無回答）

0.8%

世論調査の結果について（「食育について」の項目を抜粋） 

 

１ 調査の概要 

   調査の設計 

調 査 地 域 宇都宮市全域 
調査対象者 満２０歳以上８０歳未満の市民 
抽 出 方 法 住民基本台帳から単純無作為抽出 
調 査 期 間 平成２４年７月２日から平成２４年７月２３日まで（郵送法により実施）

   有効回答数（「食育について」の項目） 

年代

性別 
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 無回答 合 計

男 性 ３８ ４９ ６７ ６１ ７９ ３６ ０ ３３０

女 性 ３３ ６７ ６８ ７８ ９２ ５４ ０ ３９２

無回答 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

合 計 ７１ １１６ １３５ １３９ １７１ ９０ １ ７２３

 

２ 調査結果 

   食育に関する取組（食育実践度） 

問 あなたは日ごろから健全な食生活を行うために「食育」に関する何らかの活動や

行動をしていますか。（単一回答） 
ｎ＝７２３

１ 積極的にしている                        ５.０％ 
２ できるだけするようにしている                 ３６.８ 
３ あまりしていない                       ２２.４ 
４ したいと思っているが，実際にはしていない           ２６.４ 
５ したいと思わないし，していない                 ８.６ 

（無回答）                           ０.８ 
 

  ア 単純集計 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 食育に関する取組について，「積極的にしている」，「できるだけするようにしてい

る」は半分に満たない（４１.８％）。 

報 告
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  イ 性・年齢別集計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ・ 男性より女性の方が食育実践度は高い（男性３５.４％，女性４７.２％）。 

   ・ 男女ともに年代が上がるにつれ，食育の実践度が高まる傾向にある。 

  

5.0%

4.8%

2.6%

6.1%

4.5%

1.6%

6.3%

8.3%

5.1%

3.0%

4.5%

4.4%

5.1%

7.6%

3.7%

36.8%

30.6%

31.6%

28.6%

20.9%

34.4%

31.6%

41.7%

42.1%

39.4%

35.8%

39.7%

44.9%

42.4%

50.0%

22.4%

24.5%

21.1%

26.5%

37.3%

18.0%

24.1%

13.9%

20.7%

21.2%

20.9%

19.1%

23.1%

18.5%

22.2%

26.4%

28.8%

26.3%

30.6%

29.9%

29.5%

29.1%

25.0%

24.5%

24.2%

28.4%

35.3%

23.1%

21.7%

13.0%

8.6%

10.6%

18.4%

8.2%

7.5%

14.8%

7.6%

11.1%

6.9%

12.1%

10.4%

1.5%

2.6%

8.7%

9.3%

0.8%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

1.3%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

1.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計

男性（合計）

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

女性（合計）

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

積極的にしている

できるだけするようにしている

あまりしていない

したいと思っているが，実際にはしていない

したいと思わないし，していない

（無回答）
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   (ア) 「あまりしていない」・「したいと思っているが，実際にはしていない」の内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ・ ４０歳代の割合が最も高く，２０歳代や７０歳以上の割合は比較的少ない。 
 
 
   (イ) 「したいと思わないし，していない」の内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ・ どの年代も低い割合であるが，傾向については「あまりしていない」・「したいと

思っているが，実際にはしていない」のグラフとは相対的で，４０歳代の割合は低

く，２０歳代の割合が高い。 

21.1% 23.3%
28.1%

20.9% 21.1% 18.9%

25.4%
29.3%

32.6%

25.9% 25.1%

17.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

あまりしていない したいと思っているが，実際にはしていない

15.5%

9.5%

4.4%
7.9% 8.2% 10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

したいと思わないし，していない
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   食育に取り組むための支援（市に望む支援） 

問 食育に取り組むには，市がどのような支援をすると良いと思いますか。 
（複数回答） 

ｎ＝７２３

１ 食育に関する講座・イベントの開催               ２８.４％ 
２ 広報紙やインターネットによる食育に関する情報提供       ３８.５ 
３ 食育の情報を入手するための施設（場所）の設置         １７.３ 
４ 地元の食材を購入・飲食できる場所の整備            ４７.６ 
５ 学校・保育園などにおける食のマナーの推進           ３５.１ 
６ 各地域におけるボランティアによる食生活改善の支援        ８.４ 
７ その他                             ２.５ 

（無回答）                           ３.９ 
 

  ア 単純集計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ・ 食育に取り組むための支援については，「地元の食材を購入・飲食できる場所の整

備」が５割近くで最も高く（４７.６％），次いで「広報紙やインターネットによる食

育に関する情報提供」（３８.５％），「学校・保育園などにおける食のマナーの推進」

（３５.１％）と続いている。 
 

47.6%

38.5%

35.1%

28.4%

17.3%

8.4%

2.5%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

地元の食材を購入・飲食

できる場所の整備

広報紙やインターネットによる

食育に関する情報提供

学校・保育園などにおける

食のマナーの推進

食育に関する講座・イベントの開催

食育の情報を入手するための

施設（場所）の設置

各地域におけるボランティアによる

食生活改善の支援

その他

（無回答）
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  イ 年齢別集計 

   (ア) 食育に関する講座・ 
イベントの開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ウ) 食育の情報を入手するための 
施設（場所）の設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(オ) 学校・保育園などにおける 
食のマナーの推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(イ) 広報紙やインターネットによる 
食育に関する情報提供 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(エ) 地元の食材を購入・飲食 
できる場所の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(カ) 各地域におけるボランティアによる 
食生活改善の支援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28.4%
33.8%

27.6%
25.2%

37.4%
26.3%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

38.5%
28.2%

37.1%
34.1%
36.0%

47.4%
42.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

17.3%
15.5%

19.0%
23.7%

18.0%
14.6%

11.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

47.6%
56.3%
53.4%

48.9%
44.6%
46.2%

38.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

8.4%
7.0%

10.3%
5.2%

9.4%
8.8%
10.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

35.1%
42.3%

51.7%
44.4%

31.7%
24.6%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

・ 「地元の食材を購入・飲食できる場所の整備」，「学校・保育園などにおける食の

マナーの推進」は，年代が上がるにつれ，減少傾向にある。 
・ 「広報紙やインターネットによる食育に関する情報提供」は，年代が上がるにつ

れ，増加傾向にある。 
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   情報の入手方法 

問 あなたは，食育に取り組もうとしたとき，どこから情報を入手していますか，ま

たは，すると思いますか。（複数回答） 
ｎ＝７２３

１ インターネット                        ３３.７％ 
２ テレビ・ラジオ                        ４８.０ 
３ 新聞・雑誌                          ５８.５ 
４ 食や栄養に関する専門書                    １０.１ 
５ 市有施設・市の事業                       ８.３ 
６ 公的な刊行物                         １５.８ 
７ 商業施設                            ９.７ 
８ 知人・友人                          ２２.３ 
９ その他                             １.７ 

（無回答）                           ２.６ 
 

  ア 単純集計 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ・ 情報の入手方法については，「新聞・雑誌」が６割近くで最も高く（５８.５％），

次いで「テレビ・ラジオ」（４８.０％），「インターネット」（３３.７％）と続いてい

る。 
 

58.5%

48.0%

33.7%

22.3%

15.8%

10.1%

9.7%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

インターネット

知人・友人

公的な刊行物

食や栄養に関する専門書

商業施設

市有施設・市の事業
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  イ 年齢別集計 

   (ア) インターネット 
 
 
 
 
 
 
 

(ウ) 新聞・雑誌 
 
 
 
 
 
 
 

(オ) 市有施設・市の事業 
 
 
 
 
 
 
 

(キ) 商業施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(イ) テレビ・ラジオ 

 
 
 
 
 
 
 

(エ) 食や栄養に関する専門書 
 
 
 
 
 
 
 

(カ) 公的な刊行物 
 
 
 
 
 
 
 

(ク) 知人・友人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・ 「インターネット」は，年代が上がるにつれ，減少傾向にある。 

・ 「テレビ・ラジオ」，「新聞・雑誌」は，年代が上がるにつれ，増加傾向にある。

33.7%
62.0%
62.9%

50.4%
25.2%

12.9%
2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

58.5%
43.7%
45.7%

53.3%
67.6%
66.1%
66.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

8.3%
7.0%
6.9%
5.9%
8.6%

12.9%
5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

9.7%
12.7%
13.8%

11.9%
11.5%

4.7%
5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

48.0%
43.7%

37.1%
42.2%

51.1%
50.9%

64.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

10.1%
16.9%

9.5%
8.1%
10.8%
11.1%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

15.8%
12.7%
12.1%
14.8%
17.3%
18.7%

16.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

22.3%
23.9%

15.5%
20.0%
18.7%

27.5%
28.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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３ クロス集計 

  「食育の実践」を効果的に推進するため，次の３つに群を分けて分析することで，それぞ

れの群の傾向やニーズを把握するうえでの基礎的資料とする。 

・ 食育を実践している群・・・・・・・・・・「積極にしている」・「できるだけするよう

にしている」 

・ 実践する気はあるが取り組めていない群・・「したいと思っているが，実際にはしてい

ない」・「あまりしていない」 

・ 食育に無関心な群・・・・・・・・・・・・「したいと思わないし，していない」 

 

   食育に関する取組（食育実践度）×食育に取り組むための支援（市に望む支援） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・ 食育に取り組むための支援として，「講座・イベント」，「情報を設置する施設の設置」，

「食のマナーの推進」の３つは“実践する気はあるが取り組めていない群”が“食育を

実践している群”を上回っている。 
  ・ “食育に無関心な群”は，他の群より食育に取り組むための支援を必要としていない。 

27.5%

42.1%

16.2%

51.3%

35.1%

11.3%

3.0%

30.3%

37.7%

20.4%

47.9%

36.8%

6.2%

1.4%

24.2%

29.0%

6.5%

32.3%

27.4%

8.1%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

講座・イベント

広報紙，ネット等の情報提供

情報を入手する施設の設置

地元の食材の購入・飲食

食のマナーの推進

ボランティアを通した支援

その他

食育に取り組むための支援（食育実践度別）

食育を実践している群（１人当たりの回答数：１.８６）

実践する気はあるが取り組めていない群（１人当たりの回答数：１.８１）

食育に無関心な群（１人当たりの回答数：１.３４）
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   食育に関する取組（食育実践度）×情報の入手方法 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・ 情報の入手先として，「インターネット」，「公的な刊行物」の２つは“実践する気は

あるが取り組めていない群”が“食育を実践している群”を上回っている。 
  ・ “食育に無関心な群”は，他の群より食育に関する情報を必要としていないことがわ

かる。 
  

27.5%

55.6%

64.2%

13.2%

9.6%

15.9%

10.9%

25.8%

2.6%

39.4%

43.9%

58.4%

7.4%

7.9%

18.4%

9.9%

21.0%

0.6%

35.5%

37.1%

37.1%

11.3%

4.8%

1.6%

3.2%

14.5%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

インターネット

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

栄養に関する専門書

市の事業・市有施設

公的な刊行物

商業施設

知人友人

その他

情報の入手先（食育実践度別）

食育を実践している群（１人当たりの回答数：２.２５）

実践する気はあるが取り組めていない群（１人当たりの回答数：２.０７）

食育に無関心な群（１人当たりの回答数：１.４８）
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４ 総 括 

   食育実践度について 

「積極的にしている」（５.０％）とまではいかなくても，「できるだけするようにして

いる」（３６.８％）を含めると５人に２人は食育実践者ということになるが，依然として

半数には満たない状況である。 
しかし，「あまりしていない」（２２.４％）と「したいと思っているが，実際にはして

いない」（２６.４％）という人が２人に１人いて，食育に対して肯定的な受け止め方をし

ている人は実践している人と合わせると，９割以上にもなる。 
「あまりしていない」・「したいと思っているが，実際にはしていない」といった食育に

対して肯定的な受け止め方をしている人は，何かのきっかけで食育実践者に転化する可能

性が高いので，今後，この層への食育の体験活動や普及啓発等を行うことにより，食育実

践者の増加が期待できるので，この層に焦点を当て，積極的に事業を実施していくことが

求められる。 
   市に望む支援 

「地元の食材を購入・飲食できる場所の整備」（４７.６％）が最も高く，２人に１人が

望んでいる支援であり，地元の食材に直接アクセスできる環境整備を強く求めていること

がわかる。 
このような「環境の整備」に取り組むことで，情報提供の中身も充実し，地産地消や食

のマナーなど，食育を推進しやすくなると期待できる。 
   情報の入手先 

食育に関する情報の入手先は，全体でみると「新聞・雑誌」（５８.５％）に次いで「テ

レビ・ラジオ」（４８.０％）や「インターネット」（３３.７％）が高い割合であり，年代

別にみると２０歳代・３０歳代の「インターネット」はともに６０％を超え，６０歳代・

７０歳以上では「知人・友人」が「インターネット」を上回るなど，年代によって活用す

る媒体は異なり，全体と年代別で傾向が異なることがわかる。 

   食育の推進に当たり，特に普及啓発したい年代に合わせた周知媒体を用いることは，効

果的な周知になると期待できる。 
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計画構成事業の取組状況及び今後の取組の方向性について 

 

◎ 趣 旨 

  次年度以降，より効果的に基本施策を推進するため，計画構成事業の進捗状況の確認を含め，

課題や実績を把握し，意見交換するもの  

 

１ 計画構成事業について 

  計画を構成する６３事業について，事業の取組状況を各事業の指標による進行管理を行い，

必要に応じて見直しを行うこととしている。 
また，「基本目標の達成や取組主体の連携強化に特に資する事業」として１７事業を重点事業

として位置付けている。 
 
 〔計画の体系〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業数 １６  １３  １６  ８  ５  ５ ６３

重 点 ２  ３  ７  ３  １  １ １７

食の大切さを理解し，食に対する感謝の気持ちを深め，心身の健康と豊かな人

間性を育み，人間力の向上を図る。 

基本理念

基本目標１：毎日きちんと朝ごはんを食べます。 

基本目標２：バランスのとれた食事を楽しく食べます。 

基本目標３：地元でとれたものを無駄なく美味しく食べます。 

基本目標４：食に対する関心や感謝の気持ちを持ちます。 

家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進 

幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進 

地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進 

農
や
環
境
へ
の
理
解
を
通
し
た
食
育
の
推
進 

食
文
化
へ
の
理
解
を
通
し
た
食
育
の
推
進 

食
の
安
全
・
安
心
へ
の
理
解
を
通
し
た
食
育
の
推
進 

合 計 

６  つ  の  基  本  施  策 

資料１
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〔計画の目標値一覧〕 

◎ 基本目標１ 

 実践目標１ 朝ごはんを毎日食べる人の割合 

〔現状値〕  幼 児 ３６．２％ 

     小学６年生 ９５．８％ 

     中学３年生 ９３．３％ 

       高校生 ８６．２％ 

       ２０代 ５７．８％ 

       ３０代 ７６．７％ 

〔目標値〕  幼 児 １００％ 

     小学６年生 １００％ 

     中学３年生 １００％ 

       高校生 １００％ 

       ２０代 ８５．０％以上 

       ３０代 ８５．０％以上 

 

◎ 基本目標２ 

 実践目標２ 肥満の人の割合 

〔現状値〕２０～６０代男性  ２６．７％ 

４０～６０代女性 １５．４％ 

〔目標値〕２０～６０代男性 １７．０％以下

４０～６０代女性 減らす 

 実践目標３ 食事バランスガイド等を参考に食生活を実践する人の割合 

〔現状値〕３６．２％ 〔目標値〕６０．０％以上 

実践目標４ メタボリックシンドロームの予防や改善のための行動を実践している人の割合 

〔現状値〕２４．４％ 〔目標値〕５０．０％以上 

実践目標５ 朝食または夕食を毎日家族と一緒に食べる幼児・小学生の割合 

〔現状値〕９０．３％ 〔目標値〕１００％ 

実践目標６ よく噛んで食べる人の割合 

〔現状値〕３２．０％ 〔目標値〕８０．０％以上 

 

◎ 基本目標３ 

実践目標７ 地場農産物をできる限り購入している人の割合 

〔現状値〕４１．８％ 〔目標値〕５０．０％以上 

実践目標８ 食べ残しや食品の廃棄に関して気をつけている人の割合 

〔現状値〕９１．３％ 〔目標値〕１００％ 

 

◎ 基本目標４ 

 実践目標９ 食育に関心がある人の割合 

〔現状値〕７９．７％ 〔目標値〕９０．０％以上 

実践目標 10 食事マナーに関心がある人の割合 

〔現状値〕小学６年生 ８１．２％ 

     中学３年生 ７１．５％ 

〔目標値〕小学６年生 １００％ 

     中学３年生 １００％ 

実践目標 11 郷土料理や伝統料理に関心がある人の割合 

〔現状値〕６４．７％ 〔目標値〕７５．０％以上 

 実践目標 12 食品の安全性に対して不安を感じている人の割合 

〔現状値〕８３．５％ 〔目標値〕５０．０％以下 
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２ 平成２４年度に取り組んだ事業について 

   事業一覧 

   「 資料２ 平成２４年度に取り組んだ事業一覧」のとおり 

  ※ 「⑥実績」は，平成２５年１月末時点 

 

  平成２４年度に実施した企業・団体等との連携事業について（事例紹介） 

   施策事業のより効果的な実施のため，企業・団体等との連携を図り，次の事業を実施した。 
  ア ヘルシーメニューの開発・普及（基本施策３：地域における食育の推進） 

   (ア) 趣 旨 

  地場産物を使った塩分控えめで栄養バランスのよいメニューを開発・普及し，生活習

慣病予防及び地産地消の推進を図るもの 
   (イ) 内 容 

    【餃子めし・宮っこ餃子ラビオリ風】 

・ 宇都宮大学との共同研究により，「餃子めし」・「宮っこ餃子ラビオリ風」を開発し，

食育フェアで試食の提供やレシピの配布を行うとともに，市食生活改善推進員及び宇

都宮大学との連携による健診会場での試食の提供やレシピの配布，市ホームページへ

の作り方の動画掲載など，普及活動を行った。 
・ 「餃子めし」は，宇都宮大学地域共生研究開発センターが商品化をコーディネート

し，スーパーマ－ケット“たいらや”と“お米ひろばさとう”での販売が決定した。 
    【宮っこ食育応援弁当】 

    ・ 「宮っこ食育応援団※１」登録団体である「とちぎのめぐみプロジェクト※２」との連

携により，「宮っこ食育応援弁当」を開発し，食育フェアで販売した（５０食）。 
   (ウ) 今後の取組 

開発したメニューを家庭や外食・中食産業などで普及させることにより，市民の家庭

における食育の実践を支援するほか，地域社会全体で食育を実践しやすい環境づくりに

取り組む。 

    ※１ 「宮っこ食育応援団」とは 
自主的にさまざまな食育活動に取り組むほか，市と協力して食育の実践に取り組

むことで，市民の食育の実践を支援する，市の認定を受けた事業所や団体で，現在

はスーパー，飲食店，食品製造販売業など６６団体が登録（平成２５年１月末時点） 
    ※２ 「とちぎのめぐみプロジェクト」とは 
       「宮っこ食育応援団」に登録している団体の１つで，団体の構成メンバーは自治

医科大学循環器内科部門，栃木県栄養士会，給食業務請負業者等に所属する医師，

栄養士，調理師等 
  

イ 中学生によるお弁当コンクールの作品の商品化（基本施策２：幼稚園，保育園，学校における食育の推進） 

(ア) 趣 旨 

     本市が毎年開催している中学生によるお弁当コンクールのうつのみや食育フェア大賞

作品を民間企業と連携し，限定販売することで，学校における食育の取組についての理

解を高め，食育の大切さを広く市民に啓発するもの 
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   (イ) 内 容 

     市内中学生を対象に実施した，中学生によるお弁当コンクールでうつのみや食育フェ

ア大賞を受賞した市立陽西中学校生徒の作品「お父さんはＨＥＲＯ（疲労？）愛情チャ

ージ！元気回復弁当」のレシピを基に，本庁舎１６階のレストラン運営業者がアレンジ

弁当を製造・販売した。 
    〔販売時期〕 

平成２５年１月２４日から平成２５年１月３１日までの１週間（土日は除く。） 
    〔販売場所等〕 

   販売場所 販売対象 販売個数 販売価格

市役所本庁舎１６階 レストラン 
“やっちゃば食堂” 

市 民 
１日限定 
１００食 

５００円

   (ウ) 今後の取組 

本市の学校における食育を周知・啓発していく一つの手法として有効であるため，販

売機会の拡大も視野に入れながら，継続的に取り組んでいく。 

 

ウ 地産地消推進店における地場農産物のＰＲ（基本施策３：農や環境への理解を通した食育の推進） 

(ア) 趣 旨 

  地場農産物や地産地消推進店の認知度向上及び地産地消の意識啓発を図るもの 

(イ) 内 容 

【「宇都宮産の梨キャンペーン」の実施】 

 ・ 地産地消推進店を活用し，宇都宮産農産物（ブランド梨「プレミアム１３」，にっこ

り）の試食・販売を実施。 

〔実施期間〕「プレミアム１３」：８月～９月，にっこり：１０月～１１月 

〔実施店舗〕のべ３３か所（直売所，小売店，百貨店） 

 【「宇都宮牛フェア」の実施】 

・ 地産地消推進店を活用し，宇都宮牛を使用したフェア限定メニューの提供や抽選に

よるプレゼントを実施。 

〔実施期間〕１１月～１２月 

〔実施店舗〕６か所 

(ウ) 今後の取組  

地産地消推進店と連携し農産物のＰＲを行うことにより，市民に地場農産物が手に入

りやすい環境を提供するとともに，地場農産物の消費拡大を図る。 

 

   事業実施に当たっての課題等（一部抜粋） 

   構成事業の実施に当たり，次のような課題等が挙げられた。 
  ア 企業・団体等との連携に関する課題等 

   ・ 効果的かつ効率的に事業を行うため，民間団体や企業，関係機関と連携を図る必要が

ある。 
   ・ 事業の活性化や認知度向上のため，関係機関との連携によるＰＲの強化などが必要で

ある。 
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   ・ 市民が食育に取り組みやすくなるよう，民間団体や企業，関係機関に呼びかけ，環境

を整備する必要がある。 
  イ 事業の対象者に関する課題等 

   ・ 既存の利用者だけでなく，新規利用者の拡大に努める必要がある。 
  ・ 朝食欠食率の高い若い世代や肥満度が比較的高い青壮年期の男性など，対象を絞った

アプローチが必要である。 
   ・ 働き世代へのアプローチとして，職域への普及啓発も必要である。 
  ウ 対象者に合わせた周知方法に関する課題等 

  ・ 情報提供だけでなく，参加型・体験型の講座等を実施し，「家庭」での食育の実践に結

びつける必要がある。 
   ・ 「保護者」や「子ども」，「高齢者」と，事業の主な対象が明確な場合は，その対象に

合わせた周知が必要である。 
 
３ 今後の取組方針について 

平成２４年度に実施した事業の実績や課題等，また，平成２４年度の世論調査結果などを考

慮し，次の３点を次年度以降の事業の取組方針とする。 
   企業・団体等との連携 

関係機関や企業，団体等と連携した事業の実施，ＰＲ，環境整備などが必要という課題が

あることから，各課所管の関係機関等の活用など，積極的に多様な取組主体との連携を図っ

ていく。 

◇ 意見交換の視点 
   ・ 相互に連携・協力が可能な関係機関として，どのような関係機関があるか。 
   ・ 連携して活用できるイベントや周知媒体などはあるか。 

 
   ターゲットを絞った事業展開 

新規事業利用者（参加者）の獲得や特に普及啓発したい層へのアプローチが必要という課

題があることから，講座などは開催実績のない時間に開催するなど，新規の事業利用者や普

及啓発したい層が参加しやすくなるよう事業を展開していく。 
また，世論調査の結果によると，食育の実践を「あまりできていない」・「したいと思って

いるが，実際にはしていない」という“実践する気はあるが取り組めていない群”は働き世

代・親世代に多くいる傾向を踏まえ（「 報告 世論調査の結果について」３ページ），食育実

践度の向上に向け，職域への情報提供や児童生徒を通した学校からの情報提供などにより，

働き世代・親世代へのアプローチを強化していく。 

  ◇ 意見交換の視点 
   ・ 新規の事業利用者が増えるような取組として，どのようなものが考えられるか。 

・ “実践する気はあるが取り組めていない群”に対して，有効な施策はどのようなもの

が考えられるか。 
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全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

インターネット テレビ・ラジオ 新聞・雑誌

   事業の対象の年代に合わせた周知方法 

事業の主な対象が明確な場合は，その対象に合わせた周知が必要という課題があり，世論

調査の結果でも情報の入手先として「インターネット」は若い世代で多く，「知人・友人」は

年代が上がるにつれて増加するといった傾向があることから，事業の主な対象の利用が多い

と想定される方法で周知を行っていく。 
 

〔参 考〕年代別・食育に取り組もうとしたときの情報の主な入手先（Ｈ２４ 世論調査結果） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ◇ 意見交換の視点 
   ・ 計画構成事業をＰＲできる周知媒体はないか。 
   ・ 効果的な周知方法として，どんな周知方法が考えられるか。 
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４ 計画の進行管理のスケジュールについて（予定） 

○：会議  ●：会議以外 
年 度 実施項目 内  容 

平成２４年度 ○食育推進検討委員会ワーキング会議（１回程度） ◇計画構成事業の進捗状況及

び今後の取組方針について○食育推進検討委員会（１回程度） 
○宇都宮市食育推進会議（１回程度） 

  

平成２５年度 ○食育推進検討委員会ワーキング会議（１回程度） ◇中間評価に向けた意識調査

の内容，計画構成事業の進

捗状況について 
 ○食育推進検討委員会（１回程度） 

 ○宇都宮市食育推進会議（１回程度） 

  

平成２６年度 ●食育に関する意識調査 ◆一般，中学性・高校生，幼

児・小学生の３区分で実施

予定 

 ○食育推進検討委員会ワーキング会議（１回程度） ◇中間評価について検討，計

画構成事業の進捗状況につ

いて 
 ○食育推進検討委員会（１回程度） 

 ○宇都宮市食育推進会議（１回程度） 

  

平成２７年度 ○食育推進検討委員会ワーキング会議（１回程度） ◇最終評価に向けた意識調査

の内容，計画構成事業の進

捗状況について 
 ○食育推進検討委員会（１回程度） 

 ○宇都宮市食育推進会議（１回程度） 

  

平成２８年度 ●食育に関する意識調査 ◆一般，中学性・高校生，幼

児・小学生の３区分で実施

予定 
 ○食育推進検討委員会ワーキング会議（３回程度） ◇最終評価の実施，次期計画

内容についての検討  ○食育推進検討委員会（３回程度） 

 ○宇都宮市食育推進会議（３回程度） 
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平成２４年度に取り組んだ事業一覧 

基本施策１ 家庭における食育の推進―１ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着 

1 ◎ 朝食の重要性の普及啓発の推進 

朝食コンクールの実施や，食育イベントや食育出前講座等の機会を通

して，朝食を食べることへの意識を高めるとともに，新たに設置する

食育情報コーナーを活用し，朝食の重要性や手軽に作れる朝食メニュ

ーの普及を図る。 

地域団体・事業者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
食育出前講座参加者

数（人） 
1,419 健康増進課

2  ふれあいのある家庭づくりの推進

ふれあいのある家庭づくり作品コンクール（作文等）の実施や，毎月

第 3 日曜日の「家庭の日」に，家族揃って食事をするなど，家庭にお

ける親と子のふれあいの大切さの意識を高める。 

家庭・事業者・ 

学校 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

作品コンクール応募

数（点） 
1,257 子ども未来課

3  
保健指導や栄養相談を通した食生

活改善 

家庭や個人の状況に応じた，食事や栄養に関する指導や助言を実施し，

栄養バランスのとれた食生活を実践できるよう支援する。 
地域団体 ○     ○ ○ ○ 

地区栄養相談・親子の

食生活相談実施回数

（回） 

113 子ども家庭課

保健センター栄養相

談者数（人） 
464 

健康増進課

（保健センター）

4  男女共同参画に関する講座の実施
ファザーリング講座や男性の家事講座などを開催し，男性の家庭参画

を推進することで，家族のふれあいや「共食」を促進する。 
      ○ ○ ○ 

講座開催回数（回） 2 

男女共同参画課食に関する講座での

啓発回数（回） 
3 

5  親学の推進 

保育園や幼稚園，学校等において，保護者の集まる機会を捉え，食育

を交えたテーマの出前講座を実施するとともに，親学と子どもの情報

誌「こどもるっくる」等を通して，食育に関する情報提供を実施し，

家庭における取組を支援する。 

幼稚園・学校・地

域団体・事業者 
   ○ ○   

「こどもるっくる」発

行部数（部） 
67,000 生涯学習課

6  各種家庭教育講座の実施 

保護者自身の学習や親子のふれあい活動など，子どもの発達年齢に応

じて開催する家庭教育講座において，食育に関する講座プログラムを

実施し，保護者の食育についての理解を深める。 

幼稚園・学校・事

業者 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 講座開催数（回） 36 生涯学習課

7 ◎ 共食の推進 

食育だよりや食育パネル展の実施等を通して，食育に関する情報提供

を行い，市民の食育に対する関心や理解を深め，食育を実践する力を

養うとともに，共食の重要性の普及啓発に取り組みます。 

地域団体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
食育出前講座参加者

数（人） 
1,419 健康増進課

 
 

子
ど
も
や
妊
産
婦 

 

対
象
と
し
た
食
育 

8  
３歳児健康診査における栄養指導

の実施 

３歳児健康診査時に，保護者を対象に食生活に関する講話を行い，子

どもの肥満予防に取り組む。 
  ○         実施回数（回） 93 子ども家庭課

9  
妊産婦や親子を対象とした講座で

の食育の推進 

ママパパ学級や離乳食教室など，妊産婦や親子を対象とした講座の中

で，「妊娠中の食生活」「離乳期からの食育」など食に関する情報提供

を行い，望ましい食生活の実践を支援する。 

  ○         講座開催数（回） 52 子ども家庭課

 
 

食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
の
育
成

10  流通の理解の促進 

「夏休み親子市場見学会」や「大人の市場講座」など，市場内各施設

やせりの見学会や講座を開催し，市場の役割や流通の仕組みの理解を

深めるとともに，食に関わる人たちの苦労を知ることを通して，食へ

の感謝の気持ちの育成を図る。 

   ○   ○ ○   実施回数（回） 5 中央卸売市場

11  在家庭乳幼児及び保護者への啓発

子育てサロン・サークルにおいて，在家庭乳幼児及び保護者を対象と

した食育に関する講座や栽培・調理体験を実施し，保護者の食育への

関心を高めるとともに，子どもたちの食への感謝の気持ちを育成する。

  ○     ○ ○   

食育に関する講座や

体験への参加親子数

（組） 

2,309 保育課 

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 

資料２
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基本施策１ 家庭における食育の推進―２ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

食
育
を
通
し
た
健
康
づ
く
り 

12  生活習慣病予防事業の推進 

健康づくり栄養教室や糖尿病予防事業等を通して，生活習慣病と食生

活の関わりについての理解を深め，家庭において、健全な食生活や食

事管理が実践できるよう支援する。 

     ○ ○ ○ 

試食の提供を通した

食生活改善アドバイ

ス実施人数（人） 

666 健康増進課 

13  介護予防教室の実施 
「栄養改善」や「口腔機能の向上」等のプログラムを盛り込んだ介護

予防教室を実施し，高齢者が健康で食生活が送れるよう支援する。 
         ○ 実施回数（回） 665 高齢福祉課 

14  歯の衛生週間イベントの開催 

口腔衛生に関する様々な情報提供や保健指導を実施し，口腔衛生に対

する意識を高めるとともに，歯科疾患を予防するため，よく噛んで食

べることや歯磨き習慣の定着を図る。 

地域団体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
歯の健康講座参加者

数（人） 
63 

健康増進課 
（保健センター）

15  子どものむし歯予防事業の実施 

２歳～小学１年生までを対象としたフッ化物塗布と２歳５ケ月児歯科

健康診査時にブラッシング指導や口腔衛生に関する相談等を実施し，

むし歯予防のための正しい知識の普及と歯磨き習慣の定着を図る。 

地域団体 ○ ○         

フッ化物塗布事業実

施回数（回） 
8 

子ども家庭課
2 歳 5 か月児歯科健康

診査実施回数（回） 
50 

16  歯の健康教室の実施 

歯科医師による講話や歯科衛生士によるブラッシング指導を，小学校

３年生を対象に全小学校で実施し，よく噛んで食べることや歯磨きの

習慣の定着を図る。 

学校 

地域団体 
 ○         実施校数（校） 68 学校健康課 

 

基本施策２ 保育園，幼稚園，学校における食育の推進―１ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

給
食
を
通
し
た
食
育
の
推
進 

17 ◎ 食事マナー指導の実施 

学校給食の時間を活用し，学級担任や栄養士による食事のあいさつや

箸の持ち方などの食事指導を実施し，食事マナーやルールの定着を図

るとともに，子どもたちの社会性を育む。 

家庭  ○ ○       

食事マナーについて

関心がある児童生徒

の割合（％） 

小６ 85.1

中３ 76.2

学校健康課 

18  米飯給食の推進 

自校炊飯の拡大や地元米を使用した米飯給食の実施により，生産者へ

の感謝の気持ちを育むとともに，米のおいしさを知ることを通して，

日本型食文化への関心を高めまる。また，配膳の仕方など食事マナー

の指導を実施するとともに，自分にあった量を盛り付けるなど，子ど

もたちの自己管理能力を育成する。 

生産者  ○ ○       

自校炊飯校数（校） 

（一部自校炊飯校を

除く。） 

37 

学校健康課 

19  食物アレルギーへの対応 

保育園や学校において「食物アレルギー対応マニュアル」に基づき，

保護者と連携を図りながら，児童や生徒の状況に応じて，可能な限り

給食で対応し，食物アレルギーへの理解を深める。 

家庭 ○ ○ ○    

除去食及び代替食等

による学校給食での

対応割合（％） 

100 学校健康課 

相談回数（回） ― 保育課 

20  栄養指導の実施 
給食の献立を活用した栄養指導を行い，バランスのとれた食事や健康

管理についての知識や理解を深める。 
家庭  ○ ○       

好き嫌いをしないで

食べている児童生徒

の割合（％） 

小６ 83.9

中３ 77.7
学校健康課 

21  
保育園における望ましい食習慣や

マナーの定着 

給食を通して，食の大切さを学び，感謝の気持ちの育成に取り組むと

ともに，食事に関するマナー等が身に付くよう子どもの発達に応じた

支援を行う。  

家庭 ○     ○     

食育計画を作成して

い る保 育園の割 合

（％） 

公立 100

私立  90

保育課 

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 
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基本施策２ 保育園，幼稚園，学校における食育の推進―２ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

保
護
者
へ
の
意
識
啓
発
を
通
し
た
食
育
の
推
進 

22 ◎ お弁当の日の実施 

お弁当を親子一緒に作る経験を通じて，食事について親子で共に考え

る機会を創出するとともに，子どもたちの食への関心を高めます。ま

た，お弁当の栄養バランスや献立を考えたり，食材の購入などを通し

て，自らの健康を考え，管理できる能力の育成を図る。 

家庭  ○ ○ ○ ○   

家の人から食生活に

ついて必要な注意や

アドバイスをしても

らっている児童生徒

の割合（％） 

小６ 86.6

中３ 75.8
学校健康課

23  栄養士等による食育講演会の開催

保護者会，学校開放日，親子給食，給食試食会等の機会を活用し，栄

養士等による食育をテーマとした講演会を開催し，保護者の食への関

心を高める。 

家庭・地域団体  ○ ○ ○ ○   講演会実施校数（校） 66 学校健康課

24  
食育だより，献立等による家庭へ

の食育啓発 

食育を家庭に浸透させるため，食育だよりや献立等を通して保護者に

食に関する取組や食育についての情報を提供し，理解を深める。 
家庭 ○ ○ ○ ○     

月１回以上実施して

いる学校数（校） 
93 学校健康課

月１回以上実施して

いる園数（園） 

公立 100

私立  87
保育課 

25  
保育園における調理・食物栽培体

験の実施 

乳幼児や保護者を対象とした調理や食物栽培等の体験活動の実施を通

して，食の大切さや感謝の気持ちの育成を図る。 
家庭 ○     ○     

栽培体験を実施して

い る 保 育園の 割合

（％） 

公立 100

私立  89
保育課 

26  
保育園・幼稚園における食育出前

講座の実施 

朝食や生活リズムの大切さを学び，肥満予防や健康な歯の維持を図る

ため，幼稚園児を持つ保護者を対象に，「望ましい食習慣」や「よく噛

んで食べることの大切さ」をテーマとした講座を開催し，食への関心

や理解を深める。 

家庭 ○     ○     

食育出前講座の保護

者の参加者数（人） 

※幼稚園，保育園，小

学生，中学生の保護者

463 健康増進課

 
 

各
教
科
を
通
し
た
食
育
の
推
進 

27  
教科や学校行事等を通した食育の

推進 

子どもたちが自らの食生活を見直し，改善する力が身に付くよう，小

中学校９年間の系統性を考え，学級活動や各教科の中で，計画的・継

続的な指導を実施していくともに，学校行事の機会を活かし，食に関

する体験活動等を実施し，子どもたちの食への関心を高める。 

地域団体・生産者  ○ ○       
学校栄養士が授業へ

参画した学校数（校）
80 学校健康課

28  体験農園活動等の実施 

食物の生産や収穫体験など，農業体験学習を実施し，栽培の工夫や苦

労を知るとともに，収穫の喜びや食のありがたみを学び，農業への関

心や食への感謝の気持ちを育成する。 

生産者  ○ ○       

生産者との交流給食

を実施している学校

数（校） 

25 学校健康課

 
 

高
等
学
校
等
に 

お
け
る
食
育
支
援 

29 ◎ 
高校生を対象とした意識啓発の実

施 

高等学校において，「健全な食生活」や「健康」をテーマとして食育出

前講座を実施し，望ましい食習慣や体重管理に関する正しい知識の普

及啓発に取り組む。 

地域団体   ○       
食育出前講座の高校

生参加者数（人） 
105 健康増進課

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 
 
 
 
 
 
 
 



4 

基本施策３ 地域における食育の推進―１ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

食
生
活
改
善
の
た
め
の
支
援 

30  
食の自立支援（配食サービス）の

実施 

高齢者等を対象とした配食サービスを実施し，低栄養を予防するとも

に，対象者の体調等に合わせて栄養バランスのとれた食生活が送れる

よう支援する。 

地域団体・事業者        ○ 利用者数（人） 299 高齢福祉課

31 ◎ 食育出前講座の拡充 

自治会や任意サークル等を対象とし，「食事バランスガイド」や「栄養

成分表示の活用方法」をテーマとした出前講座を実施し，食事バラン

スガイドの普及啓発や，栄養バランスのとれた食生活の実践を支援す

るとともに，新たに，高齢者向けの食べ方支援などの講座内容を追加

し，高齢者を対象とした食育に取り組む。また，出前講座を健康づく

り推進員・食生活改善推進員と連携して連合自治会単位で実施し，市

民の身近な場所での実践に向けた働きかけを実施する。 

地域団体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 参加者数（人） 1,419 健康増進課

32 ◎ 食育情報コーナーの設置 

市保健センター内に食育に関する情報を集積したコーナーを常設する

とともに，栄養士や運動指導員による食事や運動等の相談を実施する。

また，情報コーナーを活用し，健診受診者を対象とした減塩料理等の

試食の実施や，食育の日（毎月１９日）に食生活アドバイスを実施す

るなど，食生活改善のための意識啓発を図る。 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
啓 発 資 料配布 延数

（部） 
2,579 

健康増進課

（保健センター）

33  給食施設指導の実施 
給食施設に対して，栄養管理に関する指導を実施し，栄養面に配慮し

たメニューの提供ができるよう支援する。 
地域団体・事業者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 巡回指導件数（件） 48 健康増進課

34 ◎ 食育教室の実施 
幼児や小学生の親子，青年期や壮年期の市民を対象とした調理実習を

実施し，健全な食生活の実践を支援する。 

保育園・幼稚園・

地域団体 
○ ○  ○ ○ ○ 参加者数（人） 305 

健康増進課

（保健センター）

 
 

生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進 

35 ◎ ヘルシーメニューの開発・普及 

栄養士や生産者等で構成する研究会を設置し，「高血圧症」や「脂質異

常症」などの生活習慣病予防するための地場農産物を使った栄養バラ

ンスのとれたメニューを開発し，健康づくりや地産地消の推進に取り

組む。 

地域団体    ○ ○ ○ 
開発,メニューの試食

提供回数（回） 
8 健康増進課

36 ◎ 健康づくり栄養教室の実施 

「高血圧予防」や「脂質異常症予防」をテーマとした栄養教室を開催

し，食生活改善を通して，メタボリックシンドロームや生活習慣病を

予防するための調理方法の習得を支援し，食生活の改善を図る。 

地域団体    ○ ○ ○ 参加者数（人） 105 
健康増進課

（保健センター）

37  
職域における健康づくり支援の実

施 

企業等を通じて，生活習慣病予防のための食生活や健康に関する情報

提供を実施し，従業員等の健康づくりの取組を支援する。 
事業者    ○ ○   

情 報 提 供実施 回数

（回） 
8 健康増進課

38  地区における健康教育の実施 
地区において，生活習慣病予防をテーマとした調理実習などの講座を

開催し，健全な食生活の実践を支援する。 
地域団体    ○ ○ ○ 

栄養・食生活に関する

地区の健康教育参加

者数（人） 

343 健康増進課

39  糖尿病食事療法教室の実施 
栄養士による糖尿病食についての講話や調理の演習，個別相談を通し

て，糖尿病の予防や改善に取り組みます。 
地域団体      ○ ○ ○ 参加者数（人） 64 健康増進課

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 
 
 
 
 
 



5 

基本施策３ 地域における食育の推進―２ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
・
資
質
向
上

40  食育指導者研修会の開催 
管理栄養士，栄養士，調理師等に対して研修会を開催し，食育に関す

る情報提供を行い，資質の向上を図る。 
地域団体          参加者数（人） 81 健康増進課

41  学校における指導者研修会の開催
給食主任・栄養教諭・栄養士等に対し，食に関する研修会を実施する

ことにより，食育指導の専門性を高める。 
地域団体・学校          開催数（回） 4 学校健康課

42  
健康づくり推進員・食生活改善推

進員の養成 

健康づくり推進員・食生活改善推進員を養成し，食育や健康づくりの

取組を地域の中でリードできる人材の育成を図るとともに，地域に取

組を波及させていくため，地域における健康づくり実践活動を支援す

る。また，食育出前講座を連携して実施することにより，食育指導の

ノウハウの蓄積を図る。 

地域団体          推進員数（人） 1,118 健康増進課

 
 

関
係
事
業
者
等
と
の
連
携
や
協
働 

43 ◎ 宮っこ食育応援団事業の拡充 

宮っこ食育応援団と連携し，毎月１９日の「食育の日」などの機会を

捉え，講座や工場見学等の食育に関するイベントを実施し，市民への

普及啓発を図る。 

地域団体・事業

者・生産者 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

連携事業実施団体数

（件） 
1 健康増進課

44  食育フェアの開催 
学校や地域，食育関係団体などの食育の取組の紹介や食育啓発イベン

トを開催し， 広く市民に食育の普及啓発を図る。 

保育園・幼稚園・

学校・地域団体・

事業者・生産者 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 来場者数（人） 40,000 健康増進課

45 ◎ 
学校における地域や企業と連携し

た食育の推進 

企業による食育講演会の開催や，生産者や高齢者等との交流給食を実

施するなど，家庭や地域団体，事業者等との連携の強化を図りながら

食育を推進していくとともに，地域学校園においても，就学前の保育

園や幼稚園と連携するなど，地域社会全体での食育の取組を通して子

どもたちの人間力を育む。 

保育園・幼稚園・

地域団体・事業

者・生産者 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

地域の人材や団体，企

業等との連携事業回

数（回） 

40 学校健康課

 
基本施策４ 農や環境への理解を通した食育の推進―１ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

消
費
者
と
生
産
者
の 

相
互
理
解
の
促
進 

46 ◎ 
うつのみやアグリファンクラブ事

業の推進 

うつのみやアグリファンクラブのＰＲに取り組むとともに，ファンク

ラブ情報誌を通した宇都宮の美味しい農産物に関する情報提供や農業

体験等を実施し，農業や地産地消への理解の促進を図る。 

生産者  ○ ○ ○ ○ ○ 会員数（人） 3,616 
農業振興課 

 

47  中央卸売市場出張市場講座の実施
市場の役割や流通をはじめとした生鮮食料品に関する様々な情報を紹

介する説明会（出前講座）を開催し，流通の理解を深める。 
事業者    ○ ○ ○ 開催数（回） 4 中央卸売市場

48  
農業・農村ふれあい交流事業の推

進 

農林業祭などふれあい交流イベントの実施や市民農園の開設支援，農

業・加工等の体験活動を通して，農に対する理解を深める。 
地域団体・生産者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

交 流 事 業参加 者数

（人） 
90,230 観光交流課

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 
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基本施策４ 農や環境への理解を通した食育の推進―２ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

地
産
地
消
の
推
進 

49 ◎ 地産地消推進店認定制度の推進 

地場農産物を販売・使用している量販店・飲食店等を地産地消推進店

として認定し，ホームページ等での PR や，「うつのみや産」表示やコ

ーナーの設置等により，市民に安全・安心な地場農産物が手に入れや

すい環境を提供するなど，地場農産物の消費拡大を図る。 

事業者  ○ ○ ○ ○ ○ 推進店認定数（店） 84 
農業振興課 

 

50  学校給食における地産池消の推進

うつのみや菜ハイウェイシステムを活用した給食への地場農産物の使

用促進や地元生産者等との交流を通じて，農業への理解や感謝の気持

ちを育成する。 

事業者・生産者  ○ ○       

給食地場産食材使用

率（％） 

（重量ベース） 

50.5 
学校健康課 

 

 
 

環
境
と
の
調
和 

51  廃食用油のリサイクルの推進 
一般家庭から排出される廃食用油から，軽油代替燃料であるバイオデ

ィーゼル燃料を製造し，ごみ収集車などへの利用を促進する。 
地域団体・事業者  ○ ○ ○ ○ ○ 

廃 食用 油の回収 量

（kl） 
25 

ごみ減量課 

 

52 ◎ 
もったいない生ごみ減量事業の推

進 

「もったいない生ごみ」の発生抑制を図るため，ごみの分別に関する

講習会やイベント，子ども向けの環境教育講座等の実施を通して，食

べ残しや作りすぎをなくすなど食品廃棄物を減らすための意識啓発を

図る。 

地域団体･学校  ○ ○ ○ ○ ○ 参加者数（人） 9,735 
ごみ減量課 

 

53  生ごみ堆肥化の推進 
生ごみ処理機の利用拡大や自治会単位などでの生ごみの堆肥化を推進

し，食品廃棄物の再生利用を推進する。 
地域団体  ○ ○ ○ ○ ○ 

堆肥化に取り組んで

いる世帯数（世帯） 
2,580 

ごみ減量課 

 

 
基本施策５ 食文化への理解を通した食育の推進―１ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

食
文
化
に
関
す
る
理
解
の
促
進 

54  
ホームページや広報紙等による情

報提供 

伝統文化ホームページや広報紙，伝統文化ハンドブックなどを通じて，

伝統料理や郷土料理に関する情報を提供し，食文化に関する理解を深

める。 

地域団体  ○ ○ ○ ○ ○ 
伝統文化体験事業参

加者（人） 
550 文化課 

55  
学校給食における伝統料理や郷土

料理の提供 

学校給食において，郷土料理や伝統料理を献立に取り入れ，それぞれ

の料理や地元の食材などについての理解を深める。 
地域団体  ○ ○       

給食に出る五目ちら

しなどの行事食や，し

もつかれなどの郷土

料理を知っている児

童生徒の割合（％） 

小６ 

85.0 

中３ 

82.1 

学校健康課

56  
宇都宮伝統文化フェスティバルの

開催 

宇都宮伝統文化フェスティバルにおいて，宇都宮の郷土料理・伝統料

理を紹介するなどして，食の大切さを再認識し，郷土の食文化への関

心を高める。 

地域団体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 来場者数（人） 14,000 文化課 

57  子ども郷土料理教室の開催 

学校や地域コミュニティセンターなどで，小・中学生を対象とした伝

統料理教室を開催し，伝統料理を作ったり食べたりする経験を通して，

食文化への関心や理解を深める。 

学校・地域団体  ○ ○       開催数（回） 2 文化課 

 
 

食
文
化

 

の
継
承 

58 ◎ 郷土料理講習会の開催 

生涯学習センター等と共催し，成人を対象とした伝統料理講習会を開

催し，郷土料理や伝統料理の調理方法を学ぶことを通して，食文化へ

の理解を深めるとともに，食文化の継承に取り組む。 

地域団体      ○ ○ ○ 開催数（回） 5 文化課 

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 
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基本施策６ 食文化への理解を通した食育の推進―１ 

分野 № 重点 ①事 業 ②事業内容 ③関係者 
 ④主な対象者（ライフステージ） 

⑤活動指標 
⑥実績

（H24）
⑦主管課 

乳・幼 小 中・高 青年 壮年 高齢 

 
 

食
の
安
全
性
に
関
す
る
理
解
の
促
進 

59  
ホームページやメール配信等によ

る情報提供 

食品に対する正しい知識を普及するため，ホームページや生活衛生安

全情報紙等により，食品の身近な問題や食品の表示に関する情報など

を提供します。また，不良食品や食中毒等に関する食品危害情報をメ

ールで配信することにより，健康危害の未然防止を図る。 

事業者    ○ ○ ○ 情報紙配布（部） 6,000 生活衛生課

60  食品安全フェア等の開催 

食品安全フェアや消費者教室を開催し，食品の安全性に関する情報を

積極的な提供を通し，正しい知識の普及啓発に取り組むとともに，消

費者の食に対する意識など情報の収集に努める。 

  ○ ○ ○ ○ ○ 開催数（回） 2 生活衛生課

61 ◎ リスクコミュニケーションの推進

食品の安全に関する調査の結果や食品情報を積極的に開示するととも

に，消費者を対象とした出前講習会など，食品の安全やリスクについ

ての情報交換等を通して，食品の安全性に対する理解促進を図る。 

事業者  ○ ○ ○ ○ ○ 講習会開催数（回） 64 生活衛生課

 
 

食
品
事
業
者
に 

 

対
す
る
衛
生
指
導 

62  食品事業者への衛生知識の普及 
講習会や研修会を開催し，法令遵守や施設の衛生管理，食品に対する

正しい知識の啓発などにより，食品事業者の資質向上を図る。 
事業者            

食品衛生講習会開催

数（回） 
28 生活衛生課

63  監視指導の実施 

食品の製造，加工，販売等の過程ごとに，その特性に応じた監視指導

や流通食品等の抜き取り検査などを行うことにより，食品衛生上の危

害発生を防止する。 

事業者            監視件数（件） 7,002 生活衛生課

〔ライフステージ〕 乳・幼：乳幼児期   小：小学校期   中・高：中学・高校期   青年：青年期   壮年：壮年期   高齢：高齢期 
 






